
平成22年（2010）5月1日発行（第134号） （２）

代
表
質
問
「 

新 

政 

会 

」 

中 

河
　
哲 

郎

　
　
　

企
業
立
地
推
進
室
が
設
置
さ
れ
て
２
年
に
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
成
果

は
。
坂
出
の
顔
で
あ
る
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
大
い
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
国
土
交
通
省
は
、
港
湾
整
備
に
お
け
る
投
資
の
重
点
化
を
進
め
る
た
め
、
全
国

の
特
定
重
要
港
湾
を
除
く
１
０
３
の
重
要
港
湾
の
中
か
ら
4
0
港
湾
を
選
定
し
、
新
規
の

直
轄
港
湾
整
備
事
業
の
着
手
対
象
を
原
則
こ
れ
に
限
る
と
し
て
い
る
。

　
施
政
方
針
で
も
市
長
は
強
い
決
意
を
述
べ
て
い
る
が
、
坂
出
港
の
重
点
港
湾
へ
の
選
定

に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
と
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　  

…
市
長

　

坂
出
港
に
つ
い
て
は
、
本
年
２
月
に
、
坂
出
港
運
協
会
、
全
日
本
港
湾
労
働
組
合
四
国

地
方
香
川
県
支
部
、
坂
出
地
方
労
働
組
合
連
盟
よ
り
、
重
点
港
湾
に
向
け
た
働
き
か
け
の

陳
情
が
あ
り
、
坂
出
商
工
会
議
所
か
ら
は
陳
情
に
対
す
る
賛
同
同
意
書
が
寄
せ
ら
れ
る
な

ど
、
多
方
面
か
ら
坂
出
港
の
重
点
港
湾
へ
の
選
定
に
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

坂
出
港
の
発
展
に
は
、
重
点
港
湾
に
選
定
さ
れ
る
こ
と
が
欠
か
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
近
々
の
取
り
組
み
と
し
て
、
坂
出
港
振
興
協
会
の
会
長
で
あ
る
私
が
、
政

府
・
与
党
に
対
し
、
坂
出
港
の
地
域
拠
点
性
と
、
四
国
の
産
業
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
重
要
な

存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
強
く
示
す
要
望
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　  

…
副
市
長

　

こ
れ
ま
で
の
企
業
立
地
の
件
数
等
に
つ
い
て
は
、
県
外
の
流
通
企
業
１
社
が
立
地
し
、

市
内
企
業
も
２
工
場
を
新
設
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
番
の
州
地
区
を
中
心
に
大
規
模
な
設

備
投
資
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
に
坂
出
発
電
所
２
号
機
リ
プ
レ
ー
ス
計
画
が
発
表
さ

れ
た
ほ
か
、
今
後
、
新
た
な
工
場
の
建
設
が
数
件
予
定
さ
れ
て
お
り
、
企
業
立
地
促
進
助

成
金
の
利
用
に
つ
い
て
も
、
相
談
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

厳
し
い
経
済
環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
地
元
企
業
と
の
直
接
対
話
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
企
業
立
地
条
件
の
優
位
性
や
生
活
環
境
の
豊
か
さ
を
前
面

に
打
ち
出
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
提
案
型
の
企
業
誘
致
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
「
企
業
は
顧
客
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
に
基
づ
き
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
初
め
、
県

や
商
工
会
議
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
雇
用
を
創
出
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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市
立
病
院
は
、
平
成
17
年
度
以
降
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
し
で
黒
字
を
続

け
、
全
国
の
自
治
体
病
院
で
も
極
め
て
ま
れ
な
経
営
成
果
を
維
持
し
て
い
る
。
管
理
者
で

あ
る
市
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
立
病
院
の
経
営
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
市
立
病
院
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
（
素
案
）
で
は
、
脳
神
経
外
科
を
新
設

し
、
産
科
の
再
開
を
目
指
し
、
医
師
職
に
つ
い
て
も
増
員
を
計
画
し
て
い
る
。

新
た
な
診
療
科
目
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
計
画
す
る
医
師
数
の
確
保
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　  

…
市
長

　

市
立
病
院
は
、
平
成
３
年
度
末
に
は
約
24
億
８
千
万
円
の
累
積
欠
損
金
、
約
25
億
３
千

万
円
の
不
良
債
務
を
抱
え
る
と
い
う
状
況
の
も
と
、
病
院
事
業
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、
病
院
医
療
従
事
者
の
意
識
改
革
を
遂
行
し
ま
し
た
。

　

市
民
や
議
会
の
理
解
を
得
て
、
一
般
会
計
か
ら
赤
字
解
消
の
た
め
の
繰
出
金
が
支
出
さ

れ
、
平
成
10
年
度
に
不
良
債
務
が
解
消
し
、
平
成
19
年
度
に
は
累
積
欠
損
金
が
解
消
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
経
営
の
効
率
化
と
健
全
化
の
手
法
が
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
21
年
度
に
は
自
治
体
立
優
良
病
院
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

な
ど
、
全
国
的
に
有
名
な
病
院
の
１
つ
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
全
国
の
自
治
体
病
院
関

係
者
か
ら
も
、
現
在
の
市
立
病
院
に
は
す
ば
ら
し
い
人
材
が
集
ま
っ
て
い
る
と
の
評
価
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
私
も
高
く
評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　  

…
市
立
病
院
長

　

坂
出
市
立
病
院
の
あ
り
方
有
識
者
会
議
か
ら
示
さ
れ
た
基
本
構
想
・
基
本
計
画
（
素

案
）
で
は
、
脳
神
経
外
科
を
新
設
し
、
産
科
の
再
開
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
脳
血
管
疾
患
は
市
外
流
出
率
が
高
く
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
で
も
あ
り
、
高
齢
化
の
進

展
に
伴
い
、
さ
ら
に
脳
血
管
疾
患
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
脳
神
経
外
科
を
新
設
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
妊
娠
、
分
娩
及
び
産
じ
ょ
く
の
市
外
流
出
率
が
50
％
前
後
と

高
い
こ
と
か
ら
、
産
科
の
再
開
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

医
師
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
市
長
と
も
ど
も
、
香
川
大
学
医
学
部
に
医
師
派

遣
を
強
く
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
本
市
が
策
定
す
る
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極

的
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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て


